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☆日 時   平成２５年５月１９日（日）午前９時００分開会  

☆場 所   宮西小学校運動場  ※ 雨天の場合は中止です。 

☆お願い   ・開会式、閉会式への多数の皆さんの参加をお願い 

します。 

・当日、車の乗り入れはご遠慮ください。 

・学校周辺の駐車場へ無断で駐車しないで下さい。 

・ ごみは各自でお持ち帰りください。 

・小学校敷地内は禁煙です。 

地域の皆様 、お世話になります。 

新居浜市立宮西小学校教頭 青野 浩之  

 
 

      

こ
の
度
の
異
動
で
神
郷
小
学
校
よ
り
ま
い

り
ま
し
た
、
青
野 

浩
之
と
申
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

春
休
み
の
赴
任
の
日
、
宮
西
小
学
校
を
訪

れ
る
と
、
何
人
か
の
宮
西
小
学
校
の
児
童

が
、
見
知
ら
ぬ
私
を
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
」と
気
持
ち
の
よ
い
元
気
な
あ
い
さ
つ
で

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
や
玄
関

に
は
、
パ
ン
ジ
ー
や
桜
草
な
ど
の
季
節
の
花

が
咲
き
ほ
こ
り
、
軽
や
か
に
歩
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「素
晴
ら
し
い
学
校
に
赴

任
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
な
。
」そ
う

思
っ
た
の
が
つ
い
二
週
間
前
の
こ
と
で
し
た
。 

 

 

そ
れ
か
ら
、
ま
だ
、
短
い
間
で
す
が
、
多

く
の
児
童
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
校
内
を
や
さ

し
く
案
内
し
て
く
れ
た
児
童
、
作
業
を
進

ん
で
手
伝
っ
て
く
れ
た
児
童
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役

員
の
方
々
を
は
じ
め
と
し
た
保
護
者
の
皆

様
、
公
民
館
の
方
々
、
毎
日
登
下
校
時
に

街
頭
に
立
っ
て
く
だ
さ
る
見
守
り
の
方
々

等
・・
皆
様
が
私
を
心
温
か
く
迎
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「素
晴
ら
し
い

学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
な
。
」と
い
う
思
い
は
さ
ら
に
強
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
宮
の
杜
の
西
方
、
素
晴
ら
し
い
環
境

の
も
と
、
歴
史
の
い
ぶ
き
を
感
じ
つ
つ
、

「一
生
懸
命
が
ん
ば
ろ
う
。
」と
い
う
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

地
域
の
皆
様
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

宮西校区人口 

平成２５年３月末日現在 

人口 男２，４４６人 

女２，６８６人 

計５，１３２人 

世帯数  ２，５７４世帯 

平成２４年１２月と比較すると 

人口    － ４２人 

世帯数    － ９世帯 

くちや 
第３９３号 

平成２５年５月１日 

発行 口屋跡記念公民館 

電話 ３２－８４３０ 

 

【
人
権
講
演
会
の
お
知
ら
せ
】 

西
条
市
の
、
の
ら
ね
こ
学
か
ん
館
長 

塩
見 

志
満
子
先
生
を
、

平
成
２５
年
度
、
公
民
館
の
活
動
の
一
環
と
し
て
お
招
き
し
、
人
権

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
校
区

の
皆
さ
ん
の
数
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

演 

題

「
と
も
に
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
」 

日 

時 

５
月
１４
日
（
火
） 

１０
時
か
ら
１２
時 

場 

所 

公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル 

講 

師 

塩
見 

志
満
子
先
生 

講
師
紹
介 

 塩
見
先
生
は
、
東
京
都
立
の
中
学
校
で
教
員
と
し
て
勤
務
後
、
愛
媛 

県
の
高
等
学
校
、
養
護
学
校
の
教
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

現
在
は
、
の
ら
ね
こ
学
か
ん
を
自
宅
横
に
建
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
で
障
害
児
・
者
、
心
を
病
む
人
、
不
登
校
の
人
た
ち
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。 

連
絡
先 

口
屋
跡
記
念
公
民
館 

 
 

電
話
３２
‐
８
４
３
０ 

 

風
香
る
好
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

宮
西
校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
社
会

福
祉
活
動
に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

宮
西
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
宮

西
支
部
）の
組
織
は
、
口
屋
跡
記
念
公
民
館

を
拠
点
に
各
自
治
会
を
始
め
民
生
児
童
委

員
や
見
守
り
推
進
員
そ
の
他
、
校
区
内
の

各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

毎
年
、
公
民
館
で
総
会
を
行
っ
た
後
「社

協
だ
よ
り
」を
発
行
し
事
業
報
告
や
会
計

の
収
支
決
算
報
告
等
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
社
協
の
主
な
活
動
と
し
て
、
民
生
児
童

委
員
、
見
守
り
推
進
員
や
地
域
の
方
々
の

ご
協
力
で
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

安
否
確
認
や
宮
西
小
学
校
児
童
の
登
下
校

時
の 

社会福祉協議会の活動について 

社協宮西支部長 越智 俊明  

交
通
安
全
指
導
に
努
力
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
民
生
児
童
委
員
や
校
区
の

女
性
部
の
方
々
の
お
世
話
で
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
、
健
康
増
進
の
た
め
に
「い

き
い
き
サ
ロ
ン
」を
公
民
館
な
ど
で
行
い
、

幼
児
と
母
親
の
仲
間
づ
く
り
に
子
育
て
支

援
「ひ
よ
こ
っ
こ
」を
毎
月
一
回
銅
夢
に
い

は
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

員
の
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
も
と
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
や
孤
立
し
て
い

る
人
の
情
報
を
収
集
し
介
護
に
関
す
る
意

見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
地
域
福
祉
の
向

上
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 



                       口 屋 跡 記 念 公 民 館              平成２５年５月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５
月
映
画
会
の
ご
案
内 

日

 
 

時 
５
月
１４
日
（火
）午
後
６
時
３０
分
～ 

場

 
 

所 
 

公
民
館 

２
階
大
ホ
ー
ル 

上
映
映
画 

 

「あ
な
た
へ」 

（２
０
１
２
年
公
開 

）  

監

 
 

督 
 

降
旗 

康
男 

出

演

者 
 

高
倉 

健 

田
中 
裕
子 

他 

５
月
の
映
画
会
は
、
高
倉
健
主
演
で
話
題
に
な
っ
た

映
画
「あ
な
た
へ」を
上
映
し
ま
す
。 

日
本
映
画
界
屈
指
の
名
優
・高
倉
健
が
、
「鉄
道
員

（ぽ
っ
ぽ
や
）」「ホ
タ
ル
」な
ど
数
々
の
名
作
を
送
り
出

し
て
き
た
降
旗
康
男
監
督
と
２０
作
目
の
タ
ッ
グ
を
組

ん
だ
人
間
ド
ラ
マ
で
す
。
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。 

問

い
合

せ 
 

口
屋
跡
記
念
公
民
館
主
事 

黒
部 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
２
ー
８
４
３
０ 

俳 
 

句 

渚
句
会
四
月
例
会
よ
り 

豪
快
な
母
の
伝
言
燕
来
る 松

本 

勇
二 

鹿
群
れ
て
花
菜
月
光
食
べ
つ
く
す 

安
藤 

和
子 

何
度
で
も
生
ま
れ
変
わ
る
わ
し
ゃ
ぼ
ん
玉 

神
楽
坂 

リ
ン
ダ 

夕
暮
れ
は
涙
ひ
と
ひ
ら
花
水
木 

                  

薦
田 

典
子 

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
野
ば
ら
の
吐
息
刻
み
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

近
藤 

亜
沙
美 

花
は
葉
に
ま
だ
ま
だ
恋
に
近
く
お
り 

則
包 

秀
子 

強
東
風
や
疊
に
ゆ
れ
る
木
々
の
影 

松
本 

美
智
子 

封
緘
の
の
ち
の
気
ま
よ
ひ
黄
砂
降
る 

堀
本 

芳
子 

 
 
 

公
民
館
の
玄
関
前
に
花
壇
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
の
花
壇
係
に
任
命
さ
れ
て
一
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。
館
長
と
土
の
入
れ
替
え
を

し
、
現
在
パ
ン
ジ
ー
が
満
開
で
す
。 

パ
ン
ジ
ー
は
と
て
も
強
い
花
で
、
花
殻
摘

み
と
水
や
り
を
怠
ら
な
け
れ
ば
十
月
か
ら

六
月
ま
で
、
秋
・冬
・春
の
三
季
節
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

春
も
終
わ
り
に
差
し
掛
か
り
、
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
た
パ
ン
ジ
ー
も
後
少
し
で

植
え
替
え
な
け 

 
 

 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

寂
し
い
と
思
い
つ 

つ
、
次
は
向
日
葵
や 

朝
顔
な
ど
夏
ら
し 

い
花
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

し
て
み
よ
う
か
と 

考
え
中
で
す
。 

リ
ク
エ
ス
ト
受
付
中 

で
す
！ 

 

☆主事補の発見⑳☆ 
 

５月の行事予定 

３日(金) 憲法記念日（公民館休館） 
４日(土) みどりの日 （公民館休館） 
５日(日) こどもの日 （公民館休館） 
８日(水) 運営審議委員会 １８：００～ 
１０日(金) 老人会役員会       １０：００～ 
１３日(月) 民児協会 
１４日(火) 高齢者・女性合同講座（人権講演会）１０：００～  
１７日(金) 子育てサークルひよこっこ（銅夢にいはま） 
１９日(日) 宮西校区三世代交流大運動会  
２８日(火) 自治会長会 
３１日(金) 見守り推進委員会 

 

 

新
居
浜
市
油
田
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

現
在
、
口
屋
跡
記
念
公
民
館
に
て
開
館
時
間
内

（
９
：
００
～
２１
：
３０
）
に
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
し
た
使
用
済
み
天
ぷ

ら
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
精
製
さ
れ
、

新
居
浜
市
の
ご
み
パ
ト
ロ
ー
ル
車
や
給
食
配
送
車
な

ど
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽
油
の
代
わ
り
に
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
ご
み
減

量
・
二
酸
化
炭
素
削
減
・
石
油
資
源
保
護
・
大
気
汚

染
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
捨
て
て
い
た
使

用
済
み
天
ぷ
ら
油
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
石
油
資
源

の
無
い
新
居
浜
市
を
油
田
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
持
参
方
法
】 

回
収
可
能
な
油
・・・使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
（賞
味
期

限
切
れ
も
可
）※
ラ
ー
ド
・オ
リ
ー
ブ
油
・エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
な
ど
は
改
修
不
可 

持
参
方
法
・・・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
密
閉
で
き
る
容

器
に
入
れ
て
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
蓋
を

閉
め
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
（水
・天
か
す
な
ど
は
あ
ま

り
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
） 

【 光化学スモッグが発生しやすい時期です！】 
●スモッグが発生しやすい状況 

・強い日差しがあり、気温が高く、風の弱い日に発生しやすくなります。 

・遠くの山や建物がもやがかかったように見えにくい日は注意しましょう。 

●注意報が発令された時には 

・屋外での激しい運動は、なるべく避けましょう。 

・目やのどに刺激を感じた場合は、洗眼・うがいをし、屋内で安静にして下さい。 

・洗眼やうがいをしても症状がよくならないときは、医師の診察を受けましょう。 

・被害を受けた人は西条保健所または市役所環境保全課までご連絡ください。 

●発令情報を得るには 

・防災無線により、公民館等から放送いたします。 

・テレビ、ラジオ、ホームページなどでお知らせします。 

・携帯電話・パソコンをお持ちの方は、「メールマガジン」を利用していただくこと

をお勧めします。 

    市ホームページアドレス  http://www.city.niihama.lg.jp/ 

市メールマガジン      http://www.city.niihama.lg.jp/m/ 

県光化学スモッグ情報ホームページ http://www1.ocn.ne.jp/~ehime-ox/ 

 市ツィッター          http://twitter.com/niihama_city 

登録料・情報料は無料ですが、通信料は利用者の負担となります。 

連絡先   西条保健所 ℡ ５６－１３００ 環境保全課 ℡ ６５－１５１２ 

【「注文した商品を届けます」】 

～心当たりのない健康食品～送りつけ商法～ 
「注文のあった健康食品を代金引換で送る」という電話があった。

「覚えがない。」というと、「確かに注文している。録音した証拠もある。

断れば訴える。」などと脅された。「そんなものいらない。」というのに、

「これはあなた用の特別な商品だ。」としつこい勧誘をされた。これを

送りつけ商法といいます。市では１２月くらいから相談が入るようにな

り、月を追うごとに、６０代以上の高齢者からの相談が増えています。

日中で在宅であること、判断能力が低下する年代であることを狙って

の悪質商法です。金額は一回あたり１万～３万程度、代金引換での取

引、一方的でしつこい電話がかかってくることが特徴です。 

普段から、通信販売を利用している人だと「そうかも・・・。」脅し文句

に「相手が怖い。」などと逃げ腰になってしまい、受け取ってしまう人も

あります。また、本人が不在の際に、家人が受け取ってしまうこともあり

ます。一度お金を払うと、妙な顧客名簿に載ってしまい、他の業者から

の勧誘も来るようになります。 

とにもかくにも「そんなもの頼んでない！」ときっぱり言い続けま

しょう。それでもとどいてしまった時は！ お金を払ってはいけませ

ん。宅配業者には、「注文していない物は受け取りません。」と受け取り

拒否してください。また、その際には、送り主の住所会社名など記録を

し、消費生活センターへ情報提供してください。 

消費生活センター６５－１２５３（直通） 

新居浜警察署３５－０１１０（代表） 

 

～落し物のお知らせ～ 
平成２５年４月１９日（金）午後３時前後に、公民館玄

関先に、重石をした現金がありました。落し物として、中
央交番に届け出ていますので、お心当たりの方は中央交番
（３７－３４２７）までお問い合わせください。       

口屋跡記念公民館 


